
 

受 講 科 目 開  講  日  時 講 習 期 間 

3級海技士・航海科 

3級海技士・機関科 
平成15年12月1日(月)午前11時 

平成15年12月1日～

平成16年3月5日 

4･5級海技士・航海科

4･5級海技士・機関科
平成16年1月6日(火)午前11時 

平成16年1月6日～ 

平成16年3月5日 

※臨時国家試験は、平成16年3月9日(火)から焼津漁協(予定)で行われます。 

されている参議院選挙(静岡選挙区山下善彦氏、全国比例区日出英輔氏)について協力依

頼が行われました。 

また、県より静岡空港の建設状況の報告と、漁民と連携した森づくりを平成16年のみ

どりの日に「春の森づくり県民大作戦」として実施したいので参加してほしいとの呼び

かけがあり閉会しました。 

２．平成15年度天草共販第6回入札会開催される 

本会では、去

果は次のとおり

▽数量：7,712

▽最高入札額：

 この結果、第

取扱金額50,17

 なお、次回(
※免許講習は、平成16年3月15日～3月26日で行われます。 

※いずれの講習も、県立漁業高等学園(焼津市小川汐入3747-2)で行います。 

▽申込・問合せ先：本会漁政課(TEL:054-254-6011)、焼津漁協指導係(TEL:054-628-7115)、

県鰹鮪漁協(TEL:054-628-7258) 

６．諸会議日程(10月7日(火)～10月20日(月))           －既報分省略－ 

10月17日(金) 県漁連・県信漁連＝第38回県海の子作品展審査会 (県水産会館) 

10月17(金)～18日(土) 県女性連＝第3回理事会・漁協女性部幹部研修会 (内浦漁協他)

る9月24日天草事業の第6回入札会を賀茂出張所において開催し、入札結

です。 

㎏(309本) ▽取扱金額：12,135千円 ▽平均単価：15,735円(10kg当たり)

稲取まくさ(粗) 19,360円(10kg当たり) 

6回までの取扱累計は33,788㎏、1,356本(対前年比42,469㎏、1,705本減)、

7千円(同19,081千円減)、平均単価14,850円(同5,768円高)となりました。

7回)の入札会は、10月8日(水)となります。 
静岡県漁業協同組合連合会 
№1062 静岡市追手町 9-18 
15.10.3  054-254-6011 
編集・発行＝指導部漁政課 

３．平成15年度サクラエビ秋漁の操業日程を決定       －県桜えび漁業組合－ 

 県桜えび漁業組合(谷澤輝雄組合長)では、去る9月4日役員会を開催し、本年度サクラ

エビ秋漁の操業期間と休漁日を次のとおり決定しました。 

▽操業期間：10月28日(火)晩～12月27日(土)朝 ▽休漁日：11月1日(土)、2日(日)、8日

(土)、15日(土)、22日(土)、23日(日)、29日(土)、12月6日(土)、13日(土)、20日(土)、

22日(月)の合計11日間 

また、秋漁を前に例年同様「生産者技術研修会」を、本年も来る10月23日(木)由比港

漁協、10月24日(金)大井川町漁協で夫々開催します。 

４．マイワシの水揚量減少 輸入活発化へ 
 水産庁の資源評価会議では、大衆魚として親しまれているマイワシが極少の水準の資

源量となっていることを明らかにしました。 

太平洋側のマイワシ推定資源量は、最盛期の昭和62年の1,950万㌧がピークで、平成6

年に82万㌧、平成14年は過去最低の13.2万㌧と急減し、日本海側の平成14年推定資源量

はわずか0.14万㌧と危機に瀕しています。こうしたマイワシの減少に、東京、大阪など

10都市の卸売市場で集計する1キロあたりの卸売価格は平成14年に419円となり、最安値

だった昭和53年の111円の4倍を超える水準となっています。 

マイワシの国内水揚量が激減している中、外国産の輸入が増大しています。財務省の

通関統計によると、今年1月から7月までのマイワシ輸入量は2.1万㌧で、これに対して同

時期の国内水揚量は約1.1万㌧で輸入量のほぼ半分にとどまっています。特に最近は、刺

身や焼魚用の大型サイズが不足気味で、給食や外食産業の国内需要を満たすため商社が

海外で活発な買付けをし、米国産やアフリカ産などを確保する動きが強まっています。 

５．平成15年度船舶職員養成講習会開催のお知らせ 

 本会では、焼津漁協、県鰹鮪漁協との共催により、漁業従事者能力向上の一環として

例年実施している船舶職員養成講習会(3・4・5級海技士(航海・内燃機関))を本年も次の

とおり開催しますのでお知らせします。 

１．平成15年度漁協組合長会議・研修会を開催 

本会では、去る9月25、26日の両日伊豆長岡町において平成15年度漁協組合長会議・研

修会を開催しました。 

25日は西川会長の挨拶の後、研修会が行われ、最初に(株)水土舎代表 乾政秀氏によ

る「産地市場の販売事業の動向と今後の課題」、次にくまの灘漁協常務理事 吉永晨志氏

による「くまの灘漁協の合併と合併後の事業推進への取組について」と題して講演が行

われました。 

 翌26日には竹内県農業水産部水産総室長の挨拶があり、引続き西川会長が議長となり

議事の進行を行い、昨年の要望事項に対する措置状況及び平成15年度県水産予算要望に

対する措置状況について各々報告が行われました。 

引続き本年度各地区運営委員会からの提出問題を協議した結果、次の項目について要

望、若しくは自ら取組みをして行くことになりました。 ①合併、市場統合等漁協基盤

強化への積極的な取組み ②伊勢・三河湾・遠州灘系群トラフグ資源の増大に資する大

量種苗放流事業の推進について ③沿岸漁場の整備開発事業の推進について ④浜名湖

の漁場生産力の回復について ⑤漁港周辺空地の有効利用について ⑥漁港等の津波対

策について 

 なお、これら要望事項については、今後実行委員会での協議を経て、県等関係機関に

陳情して行くことにしています。また、清水地区運営員会宮城島委員長より来る11月16

日(日)静岡市清水 清水マリンパークにおいて開催される「海の子フェスタ2003」につ

いて県連団体、県内漁協や青壮年部及び女性連への協力依頼がありました。 

 最後に、本会の厳しい事業内容から購買事業の系統利用率の向上と、来年６月に予定


